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(57)【要約】
　本発明によれば、二つの帯域干渉フィルター（12,14
）を単一の複合干渉フィルター（10）の中に組み入れる
干渉フィルター（10）が提供される。前記の二つのフィ
ルターのそれぞれが、前記のフィルター表面に対して指
定された角度で入射する光の同一波長に集中する少なく
とも一つの帯域カーブ有する。しかしながら、前記のフ
ィルター構成部材の帯域カーブシフトは同じではないこ
とから、入射角が指定された角度からそれると、伝送さ
れた光が減少する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合干渉フィルターであって、
二つの反射層の間に配置された第一の誘電体層を含む第一の帯域干渉フィルター；
二つの反射層の間に配置された第二の誘電体層を含む第二の帯域干渉フィルター；及び
前記第一の帯域干渉フィルターと前記第二の帯域干渉フィルターとの間に配置されたマッ
シブスペーサーであって、
前記第一の帯域干渉フィルターが、指定の角度において伝送バンドを有し、そして第二の
帯域干渉フィルターが、前記指定の角度において伝送バンドを有し、
前記伝送バンドが、可視スペクトルにおける指定の波長に集中され；及び
前記第一の帯域干渉フィルターのバンドシフト及び前記第二の帯域干渉フィルターのバン
ドシフトが異なり、それでもって前記指定の角度で、前記指定の角度に対して45°の角度
で、伝送された可視光に比較して、伝送された可視光における減少を引き起こす、マッシ
ブスペーサー、
を含む複合干渉フィルター。
【請求項２】
　前記第一の誘電体層が、TiO2及びNb205からなる群から選ばれる誘電体を含む、請求項
１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項３】
　前記第二の誘電体層が、Si02、MgF2及びYF2からなる群から選ばれる誘電体を含む、請
求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項４】
　前記マッシブスペーサーが、接着剤、ポリ（エチレンテレフタレート）及び空気からな
る群から選ばれる部材を含む、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項５】
　前記反射層が、銀、金、アルミニウム及び銅からなる群から選ばれる部材を含む、請求
項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項６】
　前記第一の誘電体層が、2を超える屈折率を有する部材を含み、そして前記第二の誘電
体層が1.8未満の屈折率を有する部材を含む、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項７】
　前記第一の誘電体層が、2.2を超える屈折率を有する部材を含み、そして前記第二の誘
電体層が1.6未満の屈折率を有する部材を含む、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項８】
　前記第一の帯域干渉フィルターのバンドシフト及び前記第二の帯域干渉フィルターのバ
ンドシフトが異なり、それでもって前記指定の角度で、前記指定の角度に対して45°の角
度で、伝送された可視光に比較して、伝送された可視光における少なくとも65%の減少を
引き起こす、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項９】
　前記第一の帯域干渉フィルターのバンドシフト及び前記第二の帯域干渉フィルターのバ
ンドシフトが異なり、それでもって前記指定の角度で、前記指定の角度に対して45°の角
度で、伝送された可視光に比較して、伝送された可視光における少なくとも80%の減少を
引き起こす、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項１０】
　前記マッシブスペーサーが薄膜化接着剤を含む、請求項１に記載の複合干渉フィルター
。
【請求項１１】
　前記マッシブスペーサーが高分子フィルムを含む、請求項１に記載の複合干渉フィルタ
ー。
【請求項１２】
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　前記第一帯域干渉フィルター及び前記第二帯域干渉フィルターの一つが、二重の空洞フ
ィルターを含む、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項１３】
　前記第一帯域干渉フィルター及び前記第二帯域干渉フィルターの両方が、二重の空洞フ
ィルターを含む、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項１４】
　前記第一帯域干渉フィルターが、一つより多い伝送ピークを有する、請求項１に記載の
複合干渉フィルター。
【請求項１５】
　前記第一帯域干渉フィルター及び前記第二帯域干渉フィルターのそれぞれが、一つより
多い伝送ピークを有する、請求項１に記載の複合干渉フィルター。
【請求項１６】
　開口部を通しての電磁波の放射の伝送スペクトルを変える方法であって、
二つの反射層の間に配置された第一の誘電体層を含む第一の帯域干渉フィルター；
 
二つの反射層の間に配置された第二の誘電体層を含む第二の帯域干渉フィルター；及び
前記第一の帯域干渉フィルターと第二の帯域干渉フィルターとの間に配置されたマッシブ
スペーサーであって、
前記第一の帯域干渉フィルターが、指定の角度において伝送バンドを有し、そして第二の
帯域干渉フィルターが、前記指定の角度において伝送バンドを有し、
前記伝送バンドが、可視スペクトルにおける指定の波長に集中され；及び
第一の帯域干渉フィルターのバンドシフト及び前記第二の帯域干渉フィルターのバンドシ
フトが異なり、それでもって前記指定の角度で、前記指定の角度に対して45°の角度で、
伝送された可視光に比較して、伝送された可視光における減少を引き起こす、マッシブス
ペーサー、
を含む複合干渉フィルターを供給するステップ、及び
前記電磁波の放射を、前記複合干渉フィルターを通すステップ
を含む、方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、２００８年１０月３１日に出願された米国特許出願第12/263,441号の継続出
願であり、そしてその米国特許出願の優先権を主張する。本出願には、前記の米国出願の
すべての内容が引用により援用されている。
【０００２】
発明の技術分野
　本発明は、一般的には光学的フィルターの分野に属する発明である。詳細には、本発明
は、望ましい可視光の波長を選択的に伝送させるために使用される帯域干渉フィルターの
分野に属する発明である。
【背景技術】
【０００３】
背景
　選ばれた光の波長を濾過するデバイスはよく知られており、長い間使用されている。典
型的には、白色光源、又は前記の可視光スペクトルの全領域の波長からの構成成分を含む
光源を濾過して、望ましい波長のみを伝送させる。従来、光学的フィルターとして利用で
きる種々のフィルターのうちで、吸収フィルター及び干渉フィルターがよく使用されてい
る。
【０００４】
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　干渉フィルターの一つのタイプは、二つの非常に薄い反射材料の層の間に配置された誘
電体層を利用する。前記の形成されたフィルターは、前記の可視光スペクトルのバンドに
含まれる光を伝送させる。しかしながら、前記の伝送された光の波長バンドは、入射光線
のすべての角度において一定ではない。典型的には、前記の角度が変わると、前記の伝送
されたバンドはシフトするであろう。それゆえ、伝送された光の目に見える色調は、観察
者の見る角度が変わるにつれて変化するであろう。伝送される光の波長及び前記のバンド
シフトの大きさは、前記の誘電体層の厚さ、及び前記の誘電体材料の屈折率に直接関連す
る
【０００５】
　選択することができる多くの誘電体材料があり、かつ前記の種々の構成成分の範囲が詳
細に調節されることができることから、前記の可視光スペクトルに従い広い範囲のバンド
である光を伝送するように、帯域干渉フィルター（band pass interference filter）を
製造することができる。
【０００６】
　前記の技術分野において必要とされるものは、有益な濾過効果を発揮するために従来の
干渉フィルターの光学的特性を有利に使用する新規なフィルターである。
【０００７】
　選択された光の波長を濾過するデバイスはよく知られており、多年に亘り使用されてき
た。典型的には、白色の光源、又は可視光スペクトルの全領域の波長からの構成成分を含
む光源を濾過して、望みの波長のみを伝送する。光学的フィルターとして従来使用されて
いる種々のフィルターの内で、吸収フィルター及び干渉フィルターが普通に使用されてい
る。
【０００８】
　干渉フィルターの一つのタイプでは、反射材料の二枚の極めて薄い層の間に配置された
誘電体層が利用されている。前記の得られたフィルターは、前記の可視スペクトルのバン
ドに含まれる光を伝送する。しかしながら、前記の伝送された光の波長バンドは、全ての
入射角に関して一定ではない。典型的には、前記の伝送されたバンドは、前記の角度が変
化するにつれてシフトするであろう。したがって、伝送された光の外見上の色調は、観察
者の視角が変化するにつれて変化するであろう。伝送される光の波長及びバンドシフトの
大きさは、直接、誘電体層の厚さ及び誘電体材料の屈折率と直接関連している。
【０００９】
　選択の対象となる誘電化合物が多くあること、及び前記の種々の構成要素の大きさが詳
細に調節されることができることから、帯域干渉フィルターは、前記の可視光スペクトル
に沿って多種類のバンドの光を伝送するように製作されることができる。
【００１０】
　前記の技術分野において必要とされるものは、有益な濾過効果を発揮するために従来の
干渉フィルターの光学的特性を有利に使用する新規なフィルターである。
【００１１】
発明の概要
　さて、本発明によれば、二つの帯域（bandpass）干渉フィルターを単一複合干渉フィル
ターに組み入れた干渉フィルターが提供される。
【００１２】
　前記のフィルターのそれぞれは、前記のフィルター表面に対して指定の角度で入射する
光についての同一波長に集中する、少なくとも一つの帯域カーブを具備する。しかしなが
ら、前記のフィルターの構成要素の帯域カーブシフトは同じではないことから、入射角が
指定の角度から反れるにつれて伝送された光が減少する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１ａ】図１ａは、指定の入射角における第一干渉フィルターの光伝送を示すグラフで
ある。
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【図１ｂ】図１ｂは、入射斜角における第一干渉フィルターの光伝送を示すグラフである
。
【図２ａ】図２ａは、指定の入射角における第二干渉フィルターの光伝送を示すグラフで
ある。
【図２ｂ】図２ｂは、入射斜角における第二干渉フィルターの光伝送を示すグラフである
。
【図３ａ】図３ａは、指定の入射角における本発明の複合干渉フィルターの光伝送を示す
グラフである。
【図３ｂ】図３ｂは、入射斜角における本発明の複合干渉フィルターの光伝送を示すグラ
フである。
【図４】図４は、本発明の複合干渉フィルターの一つの実施態様の断面図の模式図である
。
【図５】図５は、本発明の二重の空洞を具備する干渉フィルターの一つの実施態様の断面
図の模式図である。
【００１４】
本発明の詳細な説明
　本発明の例示実施態様の開示は、以下に示す。
【００１５】
　本発明は、例えばフィルターを固着した窓からエリアの完全な眺望を制限する、プライ
バシーの保護という用途を含む、多岐に亘る用途に使用することができる干渉フィルター
を提供する。
【００１６】
　本発明の干渉フィルターは、単一の複合フィルターに結合させた少なくとも二つの帯域
干渉フィルターを含む複合フィルターである。前記の二つの帯域フィルター（band pass 
filter）は、指定の角度で前記のフィルターに入射する光について、同じ波長に集中する
光伝送帯域を有する。
【００１７】
　図１ａは、指定の角度Ｚにおいて入射する光について、波長Ｘに集中する帯域を有する
第一のフィルターを示す。図２ａは、第二の同じ角度で入射する光について、波長Ｘに集
中する帯域を有する第二フィルターを示す。図１ｂは、角度Ｚまでの斜角である角度にお
いて、図１ａで示された前記フィルターについての伝送帯域を示す。図１ｂで示される前
記の伝送帯域は、図１ａで示される前記の伝送帯域に関連してシフトし、そして波長Ｘよ
りも短い波長に集中する。異なる大きさの伝送帯域シフトは、角度Ｚまでの斜角である角
度で入射する光について、図２ａのフィルター前記の伝送バンドを示す、図２ｂにより示
される。
【００１８】
　従来使用されているように図１ａ又は図１ｂで示されるフィルターのいずれかは、入射
光の視角が変化するにつれて前記の可視スペクトルに沿って、シフトバンドを越えない範
囲で、およそ等量の光を通すであろうフィルターを結果として生ずるであろう。例えば、
この効果は、観察者の角度が、垂直な観察角度から斜角である視角に変化するにつれて、
黄色光から緑色光への色調のシフトとして見られる。
【００１９】
　本発明は、少なくとも二つの干渉フィルター、例えば図１ａ及び図２ａに示されるフィ
ルターを結合させて一体化することにより、前記の入射する光の角度が指定の角度から反
れるにつれて全ての伝送された光の減少を生ずる複合フィルターを形成する。図３ａは、
指定の角度Ｚにおける入射光についての本発明の複合フィルターの一例に関する光の伝送
率カーブを示す。前記の図示できるように、前記の二つのフィルターの結合により、前記
の二つの伝送帯域の連結（オーバーラップ）であるバンドにおいて、指定の入射角度にお
いて光を伝送するフィルターが提供される。
【００２０】
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　図３ｂは、Ｚまでの斜角で光が入射する場合、本発明の複合フィルターにより示される
効果を示す。前記の図に示したように、前記の二つの個々のフィルターが、異なる帯域シ
フトの大きさを有する場合、適用できる波長の範囲を越えて殆ど完全に伝送を遮断する。
【００２１】
　上述のとおり、二つのフィルターを使用する本発明の実施態様は、垂直である場合に前
記の複合フィルターを通して観察を効率よく行なうことができる一方、斜角では前記のフ
ィルターを通して観察を制限する場合に使用することができる。これらの実施態様のため
には、前記の「指定の（given）」角度は、前記のフィルターの表面に対して直角である
角度であり、そして直角である観察する角度から観察する角度が離れる度合いが増加する
につれて光の伝送が一般に減少するであろう。
【００２２】
　他の実施態様では、前記の指定の角度が前記の直角から７０°まで離れることができ、
種々の実施態様において、前記の直角に近い角度では通り抜ける光が非常に僅かであり、
しかし前記の直角からかなりの角度離れると通り抜ける光の量が著しい量となるフィルタ
ーを生ずる。更なる実施態様では、前記の指定の角度は、前記の直角と、前記の直角から
６０°、５０°、４０°、３０°又は２０°離れる角度との間の角度のいずれかであり得
る。
【００２３】
　その上更なる実施態様では、前記の二つのフィルターの各々からの少なくとも一つのピ
ークが前記の特性を示し、そして前記の図に示され得る限り、伝送スペクトルにおいて複
数のピークを有するフィルターが使用され得る。
【００２４】
　前記の望ましい光学的効果を達成するために、少なくとも干渉フィルターを結合して一
体化して、一般的には図４の引用番号１０で示される、本発明の複合フィルターを製作す
る。
【００２５】
　図４に示されるように、第一の帯域干渉フィルター１２は、二つの反射層２０の間に配
置された誘電体層１６を含む。高分子フィルム２２は、前記の第一の帯域干渉フィルター
１２に隣接して配置される。第二の帯域干渉フィルター１４は、二つの反射層２１の間に
配置された誘電体層１８を含む。高分子フィルム２４は、前記の第二の帯域干渉フィルタ
ー１４に隣接して配置される。これらの実施態様では、前記の二つの高分子フィルム２２
、２４は任意の構成部材であり、そして前記の干渉フィルターが形成される基板として、
又は例えば追加された保護層として追加されることができる。前記の高分子フィルムが基
板として使用されるこれらの実施態様では、前記の高分子フィルム２２、２４は、前記の
干渉フィルター反射層構成部材の形成を促進するプライマ層（primer layer）を含むこと
ができる。あるいは、種々の実施態様では、ハードコート層（hardcoat
layer）は、前記の高分子フィルム２２、２４について置き換えることができ、更なる実
施態様では前記の高分子フィルム２２、２４の代わりにガラス又は剛性プラスチックのよ
うな剛性基板を使用することができる。ハードコート層は、帯域干渉フィルターと、それ
が形成される基板との間のプライマ層又は平滑化層としても使用されることができる。
【００２６】
　適切な材料のいずれかを含むことができ、且つ以下に詳細を記載するマッシブスペーサ
ー（massive spacer）１５は、前記の二つの干渉フィルターの間に配置される。
【００２７】
　得られた複合フィルター１０は、伝送された光が前記のように視角の全ての範囲に亘り
観察されるので、前記の帯域干渉フィルターの両方が結合した濾波効果を呈するであろう
。
【００２８】
　図４に示された実施態様を変更して、前記の第一の帯域干渉フィルター１２、第二の第
一の帯域干渉フィルター１４又はその両方に層を追加することにより、更なる実施態様を
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形成することができる。種々の実施態様では、前記のフィルターの一方又は両方を変更し
て、誘電体層及び反射層の一つ以上を追加する。図５は、前記の実施態様の一つを示す。
図５に示すように、二重の空洞の帯域干渉フィルター２６は、第一の誘電体層２８、第二
の誘電体層３０及び三つの反射層３２を含む。前記の実施態様のように、前記のフィルタ
ーを形成する基板として、又は保護層として、任意の高分子フィルム層３４が含まれるこ
とができる。
【００２９】
　上記のような二重の空洞を有するフィルターは、本発明の複合フィルターにおいて、図
４に示すように一つ又は二つの単一の空洞を有するフィルターの代わりに使用されること
ができる。
【００３０】
　二重の空洞を有するフィルターに加えて、適切な場合には、本発明の複合フィルターに
おいて、前記の干渉フィルターの一つ又は両方の代わりに、三つ以上の誘電体層及び連結
された反射層を有する帯域干渉フィルターも用いることができる。
【００３１】
　本明細書で使用されているように、二つの帯域干渉フィルター（band pass interferen
ce filter）をスペーサーと結合させて、又はいくらのかの実施態様ではスペーサーを使
用することなく結合させて、前記の指定の角度（ここにおいて、前記の二つのカーブの中
心（curve center）が一列に並んでいる）に対して４５°の角度において伝送された可視
光の全量が、前記の指定の角度における伝送された可視光の80％未満であるならば、本発
明の複合フィルターを形成することができる。いくらかの実施態様では、前記の指定の角
度（ここにおいて、前記の二つのカーブの中心（curve center）が一列に並んでいる）に
対して４５°の角度において伝送された可視光の全量が、前記の指定の角度における伝送
された可視光の60 %未満、40%未満又は20%未満である。
【００３２】
　他の実施態様では、前記の指定された数値は、前記の電磁スペクトルの赤外線領域、紫
外線領域又は他の領域に直接適用でき、そして本発明のフィルターは、赤外線リモートデ
バイス、コミニュケーションデバイス、又は本発明の可変の伝送が有益である前記の電磁
スペクトルの領域のいずれかを使用するデバイスと連携して使用されることができる。
【００３３】
　本発明の干渉フィルターは、多岐に亘る光の濾波の用途、例えば光のコリメーション、
光除去又は偽造対策（anti-counterfeiting measure）に有用である。
【００３４】
高分子フィルム
　図４において部材２２及び２４として示され、かつ本明細書に開示された前記の高分子
フィルムは、機能性フィルム（performance film）の用途において使用される、適切な熱
可塑性フィルムのいずれかである。種々の実施態様において、前記の高分子フィルムとし
ては、ポリカルボネート、アクリル、ナイロン、ポリエステル、ポリウレタン、ポリプロ
ピレンのようなポリオレフィン、セルロースアセテート、セルローストリアセテート、ポ
リ（ビニルブチラール）のようなビニルアセタール、塩化ビニルポリマー及びコポリマー
等、又は機能性フィルムの使用に適した別のプラスチックを含むことができる。
【００３５】
　種々の実施態様では、前記の高分子フィルムは、ポリエステルフィルム、例えばポリ（
エチレンテレフタレート）である。種々の実施態様では、前記の高分子フィルムの厚さは
、0.012mmから0.40mm、好ましくは0.025mmから0.1mm又は0.04
mmから0.06mmであり得る。
【００３６】
　前記の高分子フィルムは、適切な場合には前記の高分子基板に対して金属化された層を
結合させるためのプライマ層、前記の基板を強化するためのプライマ層及び／又は平面性
を改善するためのプライマ層を含むことができる。
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【００３７】
　典型的には、前記の高分子フィルムは、光学的に透明である（すなわち、特定の観察者
は、前記の層の一方の側面の付近の物体を、前記の他の側面から前記の層を通して楽に見
ることができる）。種々の実施態様では、前記の高分子フィルムは、ポリエステルを含む
、顕著な特性を有する再伸張された熱可塑性フィルムのような材料を含む。種々の実施態
様では、ポリ（エチレンテレフタレート）が使用され、種々の実施態様では、ポリ（エチ
レンテレフタレート）が、強度を改善するために二軸方向に伸張され、そして高温下に置
かれたときに収縮特性が低くするために熱安定性が向上している（例えば、150℃で30分
間加熱処理したときに、両方向の収縮率が2％未満である）。
【００３８】
　好ましい高分子フィルムはポリ（エチレンテレフタレート）である。
【００３９】
　本明細書での使用及び図に示されているように、「高分子フィルム」は、単層フィルム
及び相互押し出し成型されたフィルムのみならず、多層構成物が挙げることができる。例
えば、ラミネート化されるか、加圧されるか、又は別の方法で結合されて、単一フィルム
化されている、一つ以上の分離した高分子層は、本発明の高分子フィルムとして使用する
ことができる。
【００４０】
　本発明の使用に供される高分子フィルムの有用な例としては、米国特許第6,049,419号
、米国特許第6,451,414号、米国特許第6,830,713号、米国特許第6,827,886号、米国特許
第6,808,658号、米国特許第6,783,349号、及び米国特許第6,569,515号の明細書に開示さ
れているものを含む。
【００４１】
　高分子フィルムがマッシブスペーサー（massive spacer）として使用されている実施態
様では、前記の高分子フィルムの厚さは、本明細書のどこかに記載されているマッシブス
ペーサーの厚さについても適用され得る。
【００４２】
誘電体層
　本発明の誘電体層は、本技術分野で知られているアーク（arc）のような適切な材料の
いずれかを含むことができる。有用な誘電体は、二酸化ケイ素、二酸化チタン、フッ化マ
グネシウム、及び硫化亜鉛を含む。好ましい実施態様では、次の誘電体対は、本発明の複
合フィルターにおける、二つの単一空洞干渉フィルター、すなわち前記の第一のフィルタ
ー用としてTiO2又はNb205、及び前記の他のフィルター用としてSi02、MgF2、YF2で使用さ
れる。一般的には、屈折率が大きく異なる誘電体対が好ましい。種々の実施態様では、前
記の屈折率の相違の程度は、一ユニット以上である。
【００４３】
　所望の濾波効果を得るために、本発明の誘電体層は、適切な厚さで製作することができ
る。種々の実施態様では、前記の誘電体層は、二つ以上の4分の1波長（two
or more quarter waves）の厚さを有している。種々の実施態様では、前記の二つの層対
は、例えばMgF2層の場合、340ナノメーターから420ナノメーターの厚さ、及び例えばTiO2
層の場合、160ナノメーターから240ナノメーターの厚さを有している。
【００４４】
　本発明の誘電体層は、適切な高い又は低い屈折率の組み合わせのいずれか、例えば2超
と1.8未満、及び2.2超と1.5未満というような組み合わせを備えることができる。
【００４５】
　本発明の誘電体層は、公知の適切な方法のいずれか、例えば、蒸発又はスパッタリング
のような化学的気相成長法又は物理蒸着法により製作されることができる。種々の層の製
作法は、Handbook of Thin-Film
Deposition Processes and Techniques, edited by Klaus K. Schuegraf.  Noyes Public
ationsに開示されている。
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【００４６】
反射層
　本発明の反射層は、本技術分野でよく知られており、適切な金属組成物のいずれかを含
む。種々の実施態様では、本発明の反射層は、赤外線放射を著しく反射する材料を含む。
例は、銀、金、アルミニウム及び銅、並びにそれらの合金を含む。赤外線放射の高い反射
は、例えば白熱光が濾波される実施態様のように、前記のフィルターを通して熱の伝達を
防ぐ、多くの用途には望ましい。例えばポリ（エチレンテレフタレート）のような熱感受
性基板については、赤外線の反射も望ましい特性である。
【００４７】
　本発明の反射層は、例えばスッパタリングのような適切な方法のいずれかを使用して製
作されることができ、そして適切な厚さのいずれかを有することができる。
【００４８】
　本発明のいくつかの反射層は、特定の実施態様について望ましい材料と同じか又は異な
る材料を含むことができ、そして特定の実施態様について望ましい場合と同じか又は異な
る厚さを有することができる。
【００４９】
　好ましい実施態様では、金属性反射層は、銀又は銀の合金を含む。
【００５０】
マッシブスペーサー
　本発明のマッシブスペーサーは、適切な薄膜化接着剤又は高分子フィルム層又は前記の
二者の組み合わせのいずれかを含む。さらに、マッシブスペーサーは、ガラス、及び例え
ばポリカルボネート層のような剛性プラスチック層、及び他の適切な剛性基板を含むこと
ができる。
【００５１】
　薄膜化接着剤は、例えば、制限なくポリ（ビニルブチラール）、ポリウレタン、及びシ
リコン等の、フィルムを結合させて一体化するために本技術分野で従来使用されている材
料を含むことができる。
【００５２】
　本発明のマッシブスペーサーは、高分子フィルム及び薄膜化接着剤の結合物を含む。例
えば、いくらかの実施態様では、前記の二つの干渉フィルターは、分離された二つの高分
子フィルム基板上に形成されることができ（図４の部材２２及び２４）、ついで前記の高
分子フィルムスペーサー及び前記の接着剤が、前記のマッシブスペーサーを形成する場合
に、接着剤により薄膜化して高分子フィルムスペーサーとなる。高分子フィルム層は、本
明細書において開示されている材料を含む。
【００５３】
　更なる実施態様では、マッシブスペーサーは、帯域干渉フィルターを単一の高分子フィ
ルム上に直接形成することにより、所望のマッシブスペーサーの厚さの高分子フィルムの
みを使用して形成されることができる。これらの実施態様では、第一の帯域干渉フィルタ
ーは、前記の高分子フィルムの一方の表面に形成され、第二の帯域干渉フィルターは、反
対側の表面に形成される。ついで、露出している前記のフィルターの表面は、本技術分野
で知られている高分子フィルム層又はハードコート（hardcoat）で保護され得る。前記の
マッシブスペーサー高分子フィルムは、適切な場合にプライマ層を含むことができる。
【００５４】
　本発明のマッシブスペーサーは、適切な厚さのいずれかを備え、そして種々の実施態様
では、前記のマッシブスペーサーは、少なくともセブンクオーター波（seven quarter wa
ve）の光学的厚さの厚さを備えている。種々の実施態様では、マッシブスペーサーは、0.
8から
1.2ミクロンの厚さを備えている。
【００５５】
　本発明のマッシブスペーサーは、また、前記の材料の結合物であり得る。例えば、マッ
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の高分子フィルムが、前記のガラスに結合している。本発明のガラス及び剛性プラスチッ
ク製マッシブスペーサーは、適切な厚さのいずれかを備えることができ、そして種々の実
施態様では、前記のマッシブスペーサーは、１ミリメーターまでの厚さを備えることがで
き、他の実施態様では厚さは、１ミリメーター以上であり得る。
【００５６】
　本発明の複合フィルターは、例えば、窓及びガラスの用途のためのフィルターとして、
種々の照明用途、模倣品防止用途及び指向性ライトフィルター等のためのカラーフィルタ
ーとして多岐に亘る用途に効果的に制限なく、使用することができる。
【００５７】
　本発明に基づいて、視角の範囲を通して種々の光の濾波を可能にする複合干渉フィルタ
ーが提供される。開口部を通しての視覚的なプライバシーを提供することができると同時
に、可視角度において入射光のいくらかを伝送できることが、前記の複合フィルターの多
くの利点の中に含まれる。
【００５８】
　本発明が、模範的な実施態様を引用して記載される一方、種々の変更が可能であり、そ
して本発明の範囲から逸脱することなく構成要素を均等物で置き換えることが可能である
ことを、当業者ならば理解するであろう。加えて、本発明の本質的な範囲から逸脱するこ
となく、本発明の開示に対して特定の状況又は材料を適合させるために多くの変更が可能
である。したがって、本発明は、発明を実施するために熟考されたベストモードとして開
示された特定の実施態様に限定されないが、本発明は、添付の請求項の範囲内に入る全て
の実施態様を含むことが意図されている。
【００５９】
　本明細書で使用されているように、前記の部材のそれぞれに定義された値を有する実施
態様を形成するために、本発明の個々の構成部材のいずれかについて付与された範囲、値
又は特性のいずれかは、本発明の他の構成部材にいずれかに付与された範囲、値又は特性
のいずれかと、矛盾しない場合に互いに交換して使用できることが、さらに理解されるで
あろう。
【００６０】
　要約又は請求項のいずれかにおいて記載された、図の引用番号のいずれかは、例示する
ためにのみに使用され、そして図のいずれかにおいて示された特定の実施態様に応じて、
本発明の請求の範囲を限定するように解釈されるべきでない。
【００６１】
　特別に明記されないならば、図は縮尺されていない。
【００６２】
　本明細書において引用されている、定期刊行物の記事、特許、出願及び書籍を含む各々
の参照文献の全ての内容は、引用により本明細書に援用されている。
【００６３】
　本発明は、本発明の例示実施態様を引用して特に示され、かつ記載される一方、形態及
び細部において種々の変更が、添付の請求項に包含される本発明の範囲から逸脱すること
なく為されるということを、当業者ならば理解するであろう。
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